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機械対策委員会協議事項及び議事の経過 

 

 

１．開催日時  ２０２５年９月２日（火） １３：００～１６：２０ 

 

２．開催場所  遊技会館 ３階 大会議室 

 

３．出 席 者  平岡担当副理事長   星山担当副理事長   真城委員長(愛知) 

        平山副委員長(香川)  諸田副委員長(福島)  金村委員(東京)  

        泰山委員(埼玉)    鈴木委員(神奈川)   童 委員(大阪)  

        香野委員(兵庫)    村田委員(島根)    新垣委員(沖縄) 

 

        太田専務理事     松谷事務局長     浅井事務局次長  

        前島業務部長     河田業務課課長    兼坂業務課課長  

        天野業務課課長補佐  田賀業務課課員              

 

４．議事 

 

 

（１）遊技機の設置状況及び型式試験の適合状況等について 

 

  事務局から、資料に基づき、8 月 26 日現在の遊技機の設置状況、直近の中古遊技

機の価格動向及び 8月の型式試験の適合状況等について説明があった。 

 

 

（２）回胴式遊技機の回収スキームについて 

 

  日工組及び日電協から、資料に基づき、「ベルコ㈱製回胴式遊技機「L スーパービ

ンゴネオ SB5」において、日電協の内規で定めるコンプリート率の自主規制に抵触

したことから、同社による当該遊技機の自主回収が行われているが、製造業者が遊

技機の回収手段として買戻しを想定していなかったことや、当該遊技機が中古移動

したことにより、当該遊技機の設置店舗との回収の交渉が難航している。今後、同

様のことが起きた場合に備え、問題のある遊技機を早期に回収するスキームを構築

したいと考えているので、ご協力をお願いしたい。」との説明があり、日工組及び日

電協から示された回胴式遊技機の回収スキーム（案）について協議検討を行った。 

  本件については、9 月 18 日開催の執行部会において、機械対策委員からの意見も

踏まえ、再度協議検討を行うこととなった。 

 

 

（３）「流通キー」及び「設定キー」に関するメーカー団体への要請について 
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  日電協から、資料に基づき、「本年 5 月 19 日付け、全日遊連発第 40 号により、

「流通キー」及び「設定キー」に関する要望をいただいたが、「設定キー」に関する

要望に関して複数の対応案を検討しており、機械対策委員の皆様の意見を伺いたい。」

との説明があり、日電協から示された対応案について協議検討を行った。 

  本件についても、9 月 18 日開催の執行部会において、機械対策委員からの意見も

踏まえ、再度協議検討を行うこととなった。 

 

 

（４）スマートパチスロの設定変更時におけるエラー音について 

 

  委員から、資料に基づき、「スマートパチスロの設定変更を行う際、遊技機の電源

を入り切りするため、ユニットとの通信エラーとなり、遊技機がエラー音を発報す

るケースがある。遊技機やユニットにより、エラー音が発報しない場合もあり、エ

ラー音の音量や発報する時間にも違いがあるようであるが、ホール従業員の難聴リ

スク等の観点から、改善に向けた検討をお願いしたい。」との説明があり、日電協か

ら、「詳細を確認の上、後日文書で回答させていただく。」との回答があった。 

 

 

（５）ホール、お客様が望む遊技機のスペックについて 

 

  事務局から、資料に基づき、「全日遊連の一般向けホームページに、お客様が遊技

業界のことを自由に書き込んでいただける「パチンコ・パチスロ健全化ネット」と

いう投稿サイトがあり、こちらに頂いた意見の中から、現在の遊技機スペック等に

関する投稿を抜粋した資料を作成して、事前に日工組及び日電協にお渡ししている

ので、本件に関して意見交換をお願いいたしたい。」との説明があり、本件について

日工組及び日電協と意見交換を行った。 

  引き続き、委員から、資料に基づき、神奈川県組合が組合員ホールに対して実施

した、ホールが希望するぱちんこ遊技機のスペックに関するアンケート調査の集計

結果について説明があり、「こうした調査を全国規模で行い、調査結果を集計して、

日工組及び日電協へ要望してほしい。」との要請があった。本件について協議の結果、

9月 18 日開催の執行部会において、今後の対応について検討を行うこととなった。 

 

 

（６）議題提案及び当面の諸問題について 

 

 ○お試しプレイにおけるルールの方向性について 

  事務局から、資料に基づき、現在、ホール関係 4 団体で協議している「お試しプ

レイ」について説明があり、本件について意見交換を行った。 

 

 ○遊技機の検定期間延長要望について 

  事務局から、資料に基づき、福島県遊連からの遊技機の検定期間の延長に関する
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要望について説明があり、協議の結果、これを機械対策委員会の総意とすることと

し、具体的な取組については執行部に一任することとした。 

 

 

以上 


